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さ
あ
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
対

策
を
心
掛
け
て
、
こ
の
陽
気
な
季
節
を
元
気
に
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。

〜 

熱
中
症
と
夏
血
栓 

〜
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毎
年
夏
、
全
国
で
４
万
人
以
上
の

方
が
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
６
月
か
ら
９
月
の
間

に
約
６
万
５
０
０
０
人
が
搬
送
さ
れ

ま
し
た
。
１
日
平
均
、
約
５
４
０
人

が
熱
中
症
で
病
院
に
運
ば
れ
て
い
ま

す
。

　
現
在
の
日
本
の
最
高
気
温
は
41
・

１
℃
で
す
。
２
０
１
８（
平
成
30
）年

７
月
23
日
に
埼
玉
県
熊
谷
市
で
観
測

さ
れ
、
昨
年
の
８
月
17
日
に
も
静
岡

県
浜
松
市
で
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
気

温
の
上
昇
に
伴
っ
て
近
年
、
猛
暑
日

（
１
日
の
最
高
気
温
が
35
℃
以
上
の

日
）や
熱
帯
夜（
夜
間
の
最
低
気
温
が

25
℃
以
上
の
夜
）が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
「
昔
は
熱
中
症
な
ん
て
な
か
っ
た

の
に
」と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の

　
１
９
６
０
年
代
半
ば
、
高
度
経
済
成
長
期
の

時
代
に
新
・
三
種
の
神
器
と
も
て
は
や
さ
れ
た

の
が
、
自
動
車
と
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
と
ク
ー
ラ
ー

（
エ
ア
コ
ン
）で
す
。
そ
う
、
私
た
ち
が
扇
風
機

や
う
ち
わ
で
夏
の
暑
さ
を
し
の
い
で
い
た
の
は
、

そ
れ
ほ
ど
昔
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
に

打
ち
水
を
し
て
涼
を
と
り
、
軒
先
に
風
鈴
を
吊

る
し
て
風
を
感
じ
つ
つ
、
冷
た
い
ス
イ
カ
や
か

き
氷
を
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
じ
ゅ
う

ぶ
ん
快
適
に
過
ご
せ
た
、
古
き
良
き
昭
和
の
風

景
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
今
は
時
代
が
違
い
ま
す
。

　
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
日
本

の
平
均
気
温
は
１
８
９
８（
明
治
31
）年
の
統
計

開
始
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
動
を
繰
り
返
し
な

が
ら
上
昇
し
て
お
り
、
長
期
的
に
は
１
０
０
年

あ
た
り
１
・
26
℃
の
割
合
で
上
が
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
し
か
も
、
日
本
の
気
温
上
昇
は
世
界

の
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
私
た

ち
の
暮
ら
し
は
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
し
た

が
、
一
方
で
人
間
の
営
み
が
地
球
温
暖
化
を
招

き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
固
め

ら
れ
た
街
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
と
化
し
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
１
０
０
年
後
の
夏
は

40
℃
を
超
え
る
猛
暑
が
当
た
り
前
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
も
あ
れ
、
今
年
も
暑
い
夏
で
す
。

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

毎
年
、全
国
で

４
万
人
以
上
が
救
急
搬
送

熱
中
症
に
は

種
類
が
あ
り
ま
す

特集

気
を
つ
け
て
！

夏
の
救
急
事
故

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で

す
、
昔
は
、
直
射
日
光
を
頭
部
に
長

く
浴
び
た
と
き
起
こ
る「
日
射
病
」や

高
温
多
湿
の
環
境
下
で
長
時
間
労
働

を
し
た
と
き
な
ど
に
起
こ
る「
熱
射

病
」な
ど
の
名
称
が
主
で
し
た
が
、

２
０
０
０（
平
成
12
）年
か
ら
す
べ
て

「
熱
中
症
」に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
日
射
病
や
熱
射
病
が

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
熱
中
症
と
は
、
高
温
の
環
境
に

体
が
適
応
で
き
な
い
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
の
総
称
で

あ
り
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
炎
天
下
や
暑
い
室
内
な
ど
で
長

時
間
の
労
働
や
運
動
を
し
て
い
る

と
、
起
こ
り
や
す
い
症
状
で
す
。

発
汗
に
よ
る
脱
水
と
末
端
血
管
の

拡
張
に
よ
っ
て
脳
へ
の
血
流
が
減
る

こ
と
な
ど
で
発
症
し
ま
す
。

〈
主
な
症
状
〉

顔
面
蒼
白
、
め
ま
い
、一時
的
な
失

神
、
脈
が
速
く
弱
く
な
る
。

　
大
量
の
汗
を
か
い
て
体
内
の
塩

分
を
失
い
、
水
分
だ
け
を
補
給
し

て
い
る
と
起
こ
り
や
す
く
な
る
け

い
れ
ん
で
す
。
運
動
中
や
労
働
中

だ
け
で
な
く
、
終
わ
っ
た
後
の
入
浴

気をつけて！
熱中症

中
や
睡
眠
中
に
起
こ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

〈
主
な
症
状
〉

筋
肉
痛
、
手
足
が
つ
る
、
体
が
け

い
れ
ん
す
る
。

　
熱
け
い
れ
ん
よ
り
も
重
い
状
態

で
す
。
多
く
の
水
分
と
塩
分
が
発

汗
に
よ
っ
て
失
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
が
表
れ
ま
す
。

〈
主
な
症
状
〉

体
が
だ
る
い
、
め
ま
い
や
頭
痛
、

吐
き
気
や
嘔
吐
、
判
断
力
の
低
下
、

意
識
を
失
う
こ
と
も
。

　
高
温
多
湿
の
環
境
下
で
体
の
熱

を
う
ま
く
発
散
で
き
ず
、
体
温
が

著
し
く
上
昇
し
、
意
識
障
害
な
ど

を
引
き
起
こ
す
病
状
で
す
。
体
温

が
40
℃
を
超
え
て
生
命
に
か
か
わ

る
こ
と
も
あ
る
、
特
に
危
険
な
状

態
で
す
。

〈
主
な
症
状
〉

前
兆
と
し
て
、
め
ま
い
、
頭
痛
、

耳
鳴
り
な
ど
が
み
ら
れ
、
嘔
吐
や

下
痢
を
伴
う
こ
と
も
。
汗
が
止

ま
っ
て
皮
膚
が
熱
く
乾
き
、
体
温

が
急
上
昇
す
る
。
ふ
ら
つ
く
、
反

応
が
鈍
く
な
る
。

～ 熱中症と夏血栓 ～特集 気をつけて！ 夏の救急事故

熱
失
神

熱
疲
労

熱
射
病

熱
け
い
れ
ん
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熱中症の症状と対処法

熱中症を予防しましょう

暑さを避けましょう

マスクを
適宜はずしましょう

気温・湿度が高いときは
特に注意しましょう

新型コロナウイルス感染症の
流行により、普段からマスクの
着用が不可欠となりました。
しかし、夏は熱中症のリスクを
高めないよう注意が必要です。

気をつけていても遭遇してしまうのが事故というもの。
ましてや、近年の日本の夏は“災害級”といわれるほどの暑さです。
体力の弱い高齢者や子どもはもちろん、元気な若い世代も油断大敵。
ポイントをおさえて熱中症を予防しましょう。

参考： 環境省「熱中症 環境保健マニュアル」、
 大阪府ホームページ

重症度 主な症状 対処法

～ 熱中症と夏血栓 ～特集 気をつけて！ 夏の救急事故

Ⅰ度

Ⅱ度

Ⅲ度

応急処置と見守り

医療機関へ

入院加療

参考：厚生労働省「令和3年度の熱中症予防行動」

激しい運動は
避けましょう

のどが渇いていなくても
こまめに水分を
補給しましょう

・・・・・・・・
屋外で

人と2m以上
（十分な距離）
離れている時

2m以上

十分な距離

2m以上

●扇風機だけでなくエアコンも使って室
温を快適に保ちましょう。
　高齢者の方は特に注意が必要です。
　※感染症予防のため、エアコン使用中
　もこまめに換気をしましょう。

●特に暑い日や日差しが強い時間帯は無
理をしないようにしましょう。
　急に暑くなった日なども要注意です。

こまめに水分を
補給しましょう
●のどが渇いたと感じる前に水を飲むの
がポイントです。
　また、１日あたり1.2リットルが
ひとつの目安です。

●大量に汗をかいたときは塩分
も忘れずに補給しましょう。

日頃から
健康管理をしましょう
●日頃から体温測定や健康チェックを行
いましょう。

●体調が悪いと感じた
ときは無理をしない
ようにしましょう。

暑さに備えた
体づくりをしましょう
●規則正しい生活、バランスの良い食事、
適度な運動を心掛けましょう。

●ある程度、体を暑さに
慣れさせることも必要
です。

●手や足がしびれる。
●めまい、立ちくらみがする。
●筋肉のこむら返りが起きる。
●気分が悪い、頭がボーっとする。

●涼しい場所へ移り、
　体を冷やして
　水分・塩分を補給する。
●誰かが見守り、
　良くならなければ
　病院へ行く。

●体がだるい。
●頭がガンガンする、痛い。
●吐き気がする、吐く。
●意識が何となくおかしい。

●Ⅰ度の対処法に加えて、
　衣服を緩め、体をよく冷やす。
●自分で水分・塩分を
　とれなければ、
　すぐに病院へ行く。

●体が熱い。
●体がひきつる（けいれん）。
●呼び掛けに対して返事がおかしい。
●まっすぐ歩けない、走れない。
●意識がない。

●首や脇の下、足の付け根を
　水や氷で冷やし、
　すぐに救急車を要請する。

マスク着用時は
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水
分
が
不
足
す
る
と

血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に

～ 熱中症と夏血栓 ～特集 気をつけて！ 夏の救急事故

気をつけて！
夏血栓

夏血栓を予防しましょう
●血液がドロドロにならないよう、
　こまめに水分を補給しましょう。
●就寝前はなるべく飲酒を控えて、
　コップ１杯の水を飲みましょう。
●夏かぜに注意しましょう。
　（風邪などの感染症になると、
　  血液が固まりやすくなります。）

おいしい

水
経口
補水液

清恵会病院の
救急医療

　
皆
さ
ん
は「
夏
血
栓
」と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
血
栓（
け
っ
せ
ん
）と
は
、
血
管
の

中
で
血
液
が
固
ま
っ
た
も
の
を
指
し

ま
す
。
こ
の
血
の
か
た
ま
り
に
よ
っ

て
心
臓
の
血
管
が
詰
ま
る
と
心
筋
梗

塞（
し
ん
き
ん
こ
う
そ
く
）を
、
脳
の

血
管
が
詰
ま
る
と
脳
梗
塞（
の
う
こ

う
そ
く
）を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
夏
は
体
内
の
水
分
が
不
足
し
が
ち

で
す
。
血
中
の
水
分
が
減
る
と
血
液

の
濃
度
が
高
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
〝
血

液
が
ド
ロ
ド
ロ
〞
の
状
態
に
な
っ
て

血
栓
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ

う
し
て
で
き
た
血
栓
を
、
俗
に「
夏

血
栓
」と
呼
び
ま
す
。

　
夏
血
栓
が
引
き
起
こ
す
病
気
の
中

で
も
怖
い
の
が
、
一
過
性
脳
虚
血

発
作（
い
っ
か
せ
い
の
う
き
ょ
け
つ

ほ
っ
さ
）で
し
ょ
う
。
一
過
性
脳
虚

血
発
作
は
脳
卒
中
の
一
種
で
あ
り
、

脳
梗
塞
の
前
兆
で
あ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
わ
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、
こ
こ
で
は
夏
血
栓
＝
脳
梗
塞
に

統
一
し
ま
す
。

　
脳
卒
中
は
冬
に
多
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
は
あ
る
よ
う
で

す
が
、
脳
梗
塞
に
限
っ
て
い
え
ば
夏

も
多
く
発
症
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
は
、
前
述
の
通
り
〝
水
分
不
足
に

よ
る
血
液
ド
ロ
ド
ロ
〞
で
で
き
た
夏

血
栓
で
す
。

　
し
か
も
厄
介
な
の
は
、
熱
中
症
と

脳
梗
塞
は
初
期
症
状
が
似
て
い
る
と

い
う
こ
と
。
猛
暑
の
中
、
め
ま
い
や

ふ
ら
つ
き
、
吐
き
気
、
し
び
れ
な

ど
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
熱
中
症
を
疑

い
ま
す
が
、
手
足
や
顔
に
〝
ま
ひ
〞

が
表
れ
て
い
る
の
な
ら
、
脳
梗
塞
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
ま
ひ
が
右
か

左
の
片
側
だ
け
の
場
合
、
脳
梗
塞
で

あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
い
え

ま
す
。
日
陰
で
休
ん
で
い
た
り
す
る

と
生
命
に
か
か
わ
る
た
め
、
直
ち
に

救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
一
過
性
脳
虚
血
発
作
の
場
合
、

ま
ひ
な
ど
の
症
状
は
数
分
か
ら
数
十

分
で
消
え
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
治
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
総
務
省
に
よ
り
ま
す
と
、
昨
年
の

救
急
出
動
件
数
は
５
９
３
万
３
３
９

０
件
で
対
前
年
比
10
・
6
％
減
、
搬

送
人
員
は
５
２
９
万
４
０
４
５
人
で

対
前
年
比
11
・
４
％
減
で
し
た
。
両

方
と
も
減
少
し
た
の
は
２
０
０
８

（
平
成
20
）年
以
来
、
12
年
ぶ
り
と
の

こ
と
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

伴
う
衛
生
意
識
の
向
上
や
外
出
自
粛

が
、
急
病
や
交
通
事
故
、
一
般
負
傷

な
ど
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
堺
市
消
防
局
の
昨
年
の
出
動
件
数

も
５
万
２
０
４
８
件
で
、
前
年
よ
り

約
６
０
０
０
件
減
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
５
万
件
を
超
え
て
お
り
、
そ
の

内
の
５
２
１
５
件
を
清
恵
会
病
院
で

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
例
年
、
堺
市

を
走
る
全
救
急
車
の
約
１
割
が
当
院

に
到
着
し
ま
す
。

　
清
恵
会
病
院
は
救
急
告
示
病
院

で
あ
り
、
入
院
を
必
要
と
す
る
救
急

医
療
を
担
う
二
次
救
急
医
療
機
関
で

す
。
１
９
７
０（
昭
和
45
）年
に
開
院

し
た
当
院
は
、
当
時
ま
だ
少
な
か
っ

た
民
間
の
救
急
病
院
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
地
域
の
中
核

病
院
と
し
て
、
院
内
に
救
急
医
療
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
24
時
間
３
６
５

日
体
制
で
救
急
医
療
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
院
内
に
はICU

（
集
中
治
療
室
）お
よ
びSCU

（
脳
卒

中
専
門
集
中
治
療
室
）を
完
備
し
、

状
況
に
応
じ
て
各
専
門
分
野
の
医
師

お
よ
び
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
体
制

を
組
ん
で
、
迅
速
か
つ
適
切
な
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
の
大
き
な
特
徴
は
体
温

の
上
昇
で
す
。
そ
こ
が
脳
梗
塞
と
の

相
違
点
の
一
つ
で
す
が
、
逆
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の

共
通
点
で
も
あ
り
ま
す
。
発
熱
や

頭
痛
、
倦
怠
感
、
疲
労
感
な
ど
、
双

方
の
症
状
は
似
て
い
ま
す
。
味
覚
障

害（
味
が
し
な
い
）、
嗅
覚
障
害（
臭

い
が
し
な
い
）、
呼
吸
器
異
常（
せ

き
、
た
ん
、
息
苦
し
さ
等
）な
ど
が

コ
ロ
ナ
の
特
徴
的
な
症
状
で
す
が
、

味
や
臭
い
は
と
も
か
く
、
息
苦
し
さ

が
熱
中
症
に
な
い
と
は
い
え
ず
、
や

は
り
素
人
判
断
は
危
険
で
す
。
緊

急
性
が
高
い
と
感
じ
る
場
合
は
救
急

車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。
緊
急
性

が
な
く
と
も
体
調
に
異
変
が
あ
る
場

合
は
、
救
急
外
来
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
体
温
が
平
熱
以
上
の

と
き
は
必
ず
事
前
に
電
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連
絡
を
お

願
い
い
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し
ま
す
。
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迎
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が
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よ
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け
て
、
マ
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ク
を
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て
い
て
も
、
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え
、
マ
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ク
を
し
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る
か
ら
こ
そ
、
こ
ま
め
に
水
を
飲

み
ま
し
ょ
う
。
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６
５
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療
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中室　誠
清恵会病院 救急医療センター センター長 

1980年、大阪大学医学部を卒業。大手前病
院、大阪刑務所医務官、国立呉病院などを
経て2000年、清恵会病院へ赴任。外科部長
と救急医療部長を兼任後、新たに救急医療セ
ンターのセンター長に就任。救急医療の最前
線で治療に当たっている。 
日本外科学会専門医・指導医、日本消化器
学会認定医、検診マンモグラフィ読影認定医、
日本救急医学会ICLS認定コースディレクター。

夜間・休日も診療しています

こんなときはどうする？

救急安心センターおおさか

#7119

清恵会病院の救急医療センターでは、診療時間外でも皆さまの急な体調の変化やけがなどに対応できるよ
う「夜間・休日診療」を行っています。ご自身または付き添いの方と一緒に時間外出入口よりご来院ください。
夜間・休日診療は定期的な通院治療のためではなく、“緊急時の治療„を目的としています。そのため、   

平日の外来診療時間内の受診とは異なる点があります。

　診察や治療がご来院順とは限りません。救急搬送など緊急性
の高い重症患者さまを優先するため、順番が前後したり、長時間
お待たせする場合もあります。あらかじめご了承ください。また、
緊急に必要な治療や検査のみを行っているため、処置後、より専
門的な診療・検査が必要な場合やご希望の場合は、平日の外来
診療時間内で受診をお願いいたします。
　夜間・休日診療で処方する薬は基本的に1日分です。継続し
て服用が必要な場合は平日の外来診療時間内に受診していただ
き、主治医にご相談ください。
　最後に、夜間・休日診療の場合、平日の外来診療時間での受
診とは費用が異なります。あらかじめご了承のほど、
よろしくお願いいたします。

　詳しくは当院のホームページをご覧ください。
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～ 熱中症と夏血栓 ～特集 気をつけて！ 夏の救急事故
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救
急
出
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数
は
５
９
３
万
３
３
９

０
件
で
対
前
年
比
10
・
6
％
減
、
搬

送
人
員
は
５
２
９
万
４
０
４
５
人
で

対
前
年
比
11
・
４
％
減
で
し
た
。
両

方
と
も
減
少
し
た
の
は
２
０
０
８

（
平
成
20
）年
以
来
、
12
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ぶ
り
と
の

こ
と
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

伴
う
衛
生
意
識
の
向
上
や
外
出
自
粛

が
、
急
病
や
交
通
事
故
、
一
般
負
傷

な
ど
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
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昨
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出
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件
数
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５
万
２
０
４
８
件
で
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前
年
よ
り

約
６
０
０
０
件
減
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
５
万
件
を
超
え
て
お
り
、
そ
の

内
の
５
２
１
５
件
を
清
恵
会
病
院
で

受
け
入
れ
て
い
ま
す
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例
年
、
堺
市

を
走
る
全
救
急
車
の
約
１
割
が
当
院

に
到
着
し
ま
す
。

　
清
恵
会
病
院
は
救
急
告
示
病
院

で
あ
り
、
入
院
を
必
要
と
す
る
救
急

医
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急
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療
機
関
で

す
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９
７
０（
昭
和
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に
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院
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な
か
っ
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間
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救
急
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ス
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ー

ト
し
ま
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た
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療
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６
５
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を
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。
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療
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療
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携
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迅
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す
。

　
熱
中
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の
大
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な
特
徴
は
体
温

の
上
昇
で
す
。
そ
こ
が
脳
梗
塞
と
の

相
違
点
の
一
つ
で
す
が
、
逆
に
、
新

型
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感
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と
の

共
通
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で
も
あ
り
ま
す
。
発
熱
や
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倦
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感
、
疲
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ど
、
双

方
の
症
状
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ま
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が
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）、
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呼
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等
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ど
が
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で
す
が
、
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や
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い
は
と
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く
、
息
苦
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さ

が
熱
中
症
に
な
い
と
は
い
え
ず
、
や
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素
人
判
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は
危
険
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す
。
緊
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が
高
い
と
感
じ
る
場
合
は
救
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を
要
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だ
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。
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も
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場

合
は
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来
に
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く
だ
さ
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。
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、
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温
が
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熱
以
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。
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コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
る
二
度
目
の
夏

で
す
が
、
ま
ず
は
暑
さ
に
負
け
な
い

よ
う
体
力
を
つ
け
て
、
マ
ス
ク
を
し

て
い
て
も
、
い
え
、
マ
ス
ク
を
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
ま
め
に
水
を
飲

み
ま
し
ょ
う
。

つながらない時は 06-6582-7119

　救急車を呼んだ方がいいだろうか？　すぐに
病院へ行った方がいいの？
判断に迷うときは、専門家がアドバイスをする
電話相談窓口があります。

　看護師や医師の支援体制のもと、救急医療や医
療機関の案内など、年中無休で電話相談に応じて
います。
緊急時は我慢せず、ためらわず119番しましょう。
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Nurse Faceナース・フェイス

私の看護、私の思い

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
感
染
管
理
を

小川 一恵
清恵会病院
感染管理認定看護師

　
私
が
感
染
管
理
認
定
看
護
師（
※
）を
志
し

た
き
っ
か
け
は
、
前
に
い
た
職
場
で
I
C
T（
感

染
対
策
チ
ー
ム
）が
発
足
し
、
病
棟
の
I
C
T

リ
ン
ク
ナ
ー
ス
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
私
は
専
門
知
識
と
よ
り
高
度
な
技
術

を
得
よ
う
と
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
へ
積
極
的
に

参
加
し
、
C
D
C（
米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン

タ
ー
）ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
も
の
を
知
り
ま

し
た
。
C
D
C
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
多
く
の
文

献
や
デ
ー
タ
を
基
本
に
、
エ
ビ
デ
ン
ス（
科
学

的
根
拠
）に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
の
医
療
界
に
お
け
る
院
内
感
染
対
策
は
、
今

で
は
過
剰
と
思
わ
れ
る
も
の
や
エ
ビ
デ
ン
ス
の

な
い
も
の
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

C
D
C
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
大
変
興
味
深
く
、

も
っ
と
感
染
対
策
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う

思
い
が
徐
々
に
強
く
な
り
、
感
染
管
理
認
定
看

護
師
を
目
指
そ
う
と
決
意
し
て
勉
強
を
始
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
2
0
0
7
年
に
そ
の
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
し
か
し
、

感
染
管
理
の
道
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ

ビ
デ
ン
ス
も
変
化
す
る
た
め
、
常
に
自
己
研
鑽

に
励
む
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
患
者
さ
ま
は
も
と
よ
り
清
恵

会
病
院
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
を
感
染
か
ら
守

り
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
医
療
環
境
を
実
現
す

る
た
め
、
各
部
門
の
職
員
に
指
導
や
相
談
を
し

な
が
ら
、
医
療
関
連
感
染
防
止
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
専
門
的
な
知
識
や
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

い
た
ケ
ア
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
患
者
さ
ま
が

よ
り
安
全
で
快
適
な
入
院
・
療
養
生
活
が
送
れ

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）感
染
管
理
認
定
看
護
師
と
は
、
日
本
看
護
協
会

が
認
定
す
る
教
育
機
関
で
学
び
、
感
染
管
理
に

必
要
な
知
識
・
技
術
を
修
得
後
、
認
定
審
査
を

受
け
て
認
定
さ
れ
た
看
護
師
で
す
。
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水分補給について
　経口補水液とスポーツドリンクの目的は、発汗により失われた水分と電
解質（ナトリウムなどの塩分やミネラル）を素早く補給して脱水症状を防
ぐ・改善することです。

　人間の体には体液の濃度を一定に保つためのメカニズムが備わっています。
　下痢、嘔吐、発熱などで脱水症状を起こしたり、暑いときにたくさん汗を
かいた場合などは、水分だけ多くとっても体液のバランスを保つために尿として排出され、体液の濃度
が余計に下がり、逆効果になってしまいます。脱水症状の改善には、ナトリウムなどの塩分やミネラル
といった電解質を水分と一緒に摂取することが重要です。
　そこで役立つのが、水分だけでなく、体に必要な電解質も一緒に補給できる経口補水液とスポーツ
ドリンクです。

　スポーツドリンクはどこにでも売っていて、甘味が強く、多くの人がおいしいと感じる飲み物といえます。
一方、経口補水液は売っているところが限られており、スポーツドリンクよりも少し高価です。飲むと少し塩
辛く感じます。しかし、電解質濃度が高く、体内への吸収が速いのが利点です。

　発熱、下痢、嘔吐などの体調不良による脱水症状の改善や、炎天下で長時間活動する際の脱水予
防・熱中症対策には経口補水液を。

　日常生活において、入浴前や屋外での短時間の軽作業程度ならスポーツ
ドリンクを。（就寝前に飲む場合は、飲んだ後の歯磨きを忘れずに！）

　どちらも熱中症対策の心強い味方になってくれます。発熱や下痢、嘔吐など
体調不良による脱水症状の水分補給にも役立ちますので、夏場だけではなく、
年間を通して冷蔵庫に常備しておくと安心でしょう。

●水、塩分、糖分が一定の割合で配合され、体液とほぼ同じ浸透圧で吸収率・速度が非常に優秀。

●スポーツドリンクよりも電解質濃度が高く、水と電解質の吸収が速い。

●糖分は約2.5％程度配合。ナトリウムやカリウムなどの電解質はスポーツドリンクよりも多く、約
２～５倍配合されています。（スポーツドリンクより電解質濃度が高く、糖分含有量が少ないのは、
水と電解質の吸収を早めるため）

注意点 塩分やカリウムに摂取制限のある人は医師に相談しましょう。

経口補水液　脱水症のための食事療法（経口補水療法）用の飲料。

●日常生活における水・塩分（電解質）の補給が目的。糖度が高く、電解質とエネルギーを素早く
補給できる。また、運動でたまる乳酸の分解・回復に効果的なクエン酸やブドウ糖などの糖分を
多く含んでいるため疲労回復にも効果的。

●糖分は６～ 10％程度配合。

注意点 味や種類が多く、ジュース感覚で気軽に飲めるのは良いが、糖分が比較的多いため、
飲み過ぎによる糖分の過剰摂取に注意が必要。

スポーツドリンク　水分、ミネラル、糖分、電解質がバランス良く配合された飲料。

経口補水液 と スポーツドリンクの違い

結論

経口補水液は脱水症状対策に！
スポーツドリンクは日常使いに、

高血圧・糖尿病・心臓疾患・腎臓疾患などの持病がある場合は、
医師に相談し適切に利用するようにしてください。
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清恵会の仕事見せます

清恵会病院の薬剤科では、薬の取りそろえから散剤（粉薬）、水剤
（水薬）、軟膏など、毎日さまざまな薬を調剤・調製しています。
今回は、少し特殊な薬についてご紹介しましょう。

vol.26 薬の調剤・調製

高カロリー輸液1

　抗がん剤も薬剤科で調製しています。抗がん剤とは、がん細胞の増殖
を抑えるための薬です。
　抗がん剤は調製者に被爆のリスクがあるため、安全キャビネットという
機械の中で調製しています。また、投与に関わる看護師、投与される患
者さまへの健康被害を防ぐために被爆防止システムを用いています。

抗がん剤2

　薬剤科では、中心静脈から点滴を行う栄養の輸液を調製しています。
　食事ができない状態の時に、中心静脈から食事の代わりに投与される
高濃度の栄養点滴です。
　混合するときに細菌汚染しないよう、クリーンベンチという機械の中で
清潔に行っています。

一人ずつトレーに分けられた高カロリー輸
液に、その人に合った薬を混合している様
子です。雑菌が入らないよう無菌調剤室で
行っています。

生命をまもる　医療をつなぐ
いのち

清恵会病院と共に地域の医療を支え合う
医院・クリニックをご紹介します。地域医療ネットワーク
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堺市堺区南三国ヶ丘町1-1-13 
☎072-232-1314

●診療科目／内科、小児科
●診療時間／9:00～12:30（月曜～土曜）
　　　　　　16:30～19:00（木曜・土曜の午後は休診。火曜の午後は小児科休診で内科のみ）
　　　　　　※火曜・金曜の午前診療終了後、乳児検診と予防注射の予約外来があります。
●休 診 日／日曜、祝日、年末年始、夏季（お盆時期） ●開 院 年／2009年
●ホームページ／https://ueno-cl.jp

内科の上野 洋史院長（左）と
小児科の上野 弥奈副院長（右）。

あなたの身体と向き合い、心に寄り添う
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？
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　清恵会医療専門学院・第１看護学科では、学生たちの臨地
実習が終了した後、その学びを全体で共有できるように報告
会を行っています。今回は２年生が実習を終え、１年生も出席
して報告会を行いました。

　コロナ禍で制約のある中での実習でしたが、２年生は「患者
さまのニーズを受け止め、安心して入院していただくための
看護を考えることの大切さ」を学び、充実した実習になったよ
うです。１年生は「先輩のように来年は自分たちが」と憧れの眼
差しを向けていました。

　これまで学生たちは他学年との交流が持てずにいましたが、
会場を分散し、ソーシャルディスタンスを保つなど感染防止を徹
底することで、今回の報告会が実現しました。短い時間でした
が、学内交流による楽しい学びの機会をつくることができました。

基礎看護学第Ⅱ期実習 報告会
❶ 椅子に浅く座り、座面の
両端をしっかり握ります。

❷ 膝をお腹に近づける運動を
５回行います。 ❶ 椅子に浅く座り、丸めた

タオルを膝の内側に挟
みます。ふくらはぎの筋肉を使う運動

内ももの筋肉を使う体操

ふとももの筋肉を使う体操

❶ 椅子に浅く座り、　
かかとを上げます。

❷ 次はつま先を上げます。その
交互の運動を10回行います。

❷ 膝に力を入れてタオルをつぶす・力を
緩める、という動作を10回行います。

ぎゅっ！として
緩める

● 運動はゆっくり行う！
● 1日2 ～ 3セットが目安！
● 無理のない範囲で！

ポイント

❶ 「Zoom」の使用による
     会場の分散

❷ 参加前の検温の実施
❸ 移動時の手指の消毒
❹ ソーシャルディスタンスの徹底

感染対策

体操モデル：理学療法士 池内 啓斗
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清恵会グループのご紹介

清恵会

https://seikeikai.or.jp/

清恵会三宝病院

072-226-8131（代）

複合型慢性期機能病院

〒590-0903
堺市堺区松屋町1丁4番地の1

清恵会医療専門学院

072-259-3901

看護師・准看護師養成校

〒591-8031
堺市北区百舌鳥梅北町2丁83番地

清恵会第二医療専門学院

072-222-6226

理学療法士・
診療放射線技師養成校

〒590-0026
堺市堺区向陵西町4丁5番9号

072-223-5020

〒590-0903
堺市堺区松屋町1丁4番地の1

きらきら訪問リハ三宝

072-225-0066

訪問リハビリテーション

さんさんデイケア三宝 通所リハビリテーション

清恵会三宝病院
介護事業部

072-223-8199（代）

清恵会病院 急性期機能病院

〒590-0064
堺市堺区南安井町1丁1番1号

法人本部

清恵会訪問看護ステーション

072-232-6074

訪問看護・
訪問リハビリテーション

〒590-0064
堺市堺区南安井町1丁1番1号
清恵会病院8階

清恵会向陵クリニック

072-257-3131

人工透析外来

〒590-0024
堺市堺区向陵中町6丁4番10号

お申し込み・お問い合せ・ご相談は下記へお気軽にお電話ください。

（日曜・祝日を除く8時30分～ 16時）

清恵会健診センター

清恵会健診センター

人間ドック・脳ドック、健康診断、企業健診、各種
堺市がん検診をはじめ、さまざまなオプション検査
も実施しています。
※人間ドック基本コースのみでも受診していただけ
　ます。
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